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ボランティア活動功労者表彰Ｑ＆Ａ 

 

Ⅰ 自主的な活動について 

Ａ１．ボランティア活動の内容・形態によりますが、原則として、 

市役所等が募集・企画・運営するボランティア活動に参加する 

場合は、自主的な活動に当たりません。 

ただし、ボランティア活動が、ボランティア活動者が自ら活 

動を企画・運営しているものであれば、自主的な活動と言える 

場合があります。 

  

Ａ２．原則として、自治体等からの委託を受けてボランティア活動 

を行っている場合は、自主的な活動に当たりません。 

ただし、団体が自主的に実施してきたボランティア活動に対 

して、自治体等が委託金として支援する場合等で、引き続き企 

画・運営も団体が自主的に行っている場合は、自主的な活動と 

言える場合があります。 

 

 

Ⅱ 無報酬について 

Ａ１．ボランティア活動で使用する資料の作成費（紙代・インク代・ 

印刷代等）、ボランティア活動に用いる道具等（紙芝居読み聞か 

せにおける紙芝居等）の材料費、ボランティア活動を行う際に 

活動者が負担した交通費（実費）等が挙げられます。 

 人件費・報酬（飲食代・茶菓子代含む）は材料費とはみなし 

ません。 

Ｑ１．市役所等の公的機関が募集したボランティア活動に参加した 

場合、自主的な活動と言えるか。 

Ｑ２．市役所から委託されボランティア活動を行っているが、団体 

の自主的な活動と言えるか。 

Ｑ１．要領に示されている「材料費等」とは具体的に何か。 
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Ａ２．補助金がボランティア活動のための材料費等に充てられ収益 

になっていない場合、無報酬と言えます。 

ただし、人件費・報酬（飲食代・茶菓子代含む）に充てられて 

いる場合は、無報酬に当たりません。 

 

 

Ⅲ 活動期間について 

Ａ１．本表彰は、表彰日現在で、ボランティア活動を行っている者・ 

団体を対象としています。 

現在、活動を行っていない場合は、表彰基準を満たしません。 

 

Ａ２．団体に所属してボランティア活動を行っている場合は、原則 

として、団体について表彰することとなっています。 

活動期間の計算は、グループを設立した２０年前からとなり 

ます。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２． 利用者から実費を徴収する代わりに、自治体等から補助金の 

交付を受けている。補助金は、ボランティア活動に使っている 

が、無報酬と言えるか。 

Ｑ１． ２０年前からボランティア活動を行ってきたが、１年前にボ 

ランティア活動を止め、現在は活動を行っていない。 

活動期間は１０年を超えているが、表彰基準を満たしている 

と言えるか。 

Ｑ２． ４０年前から個人でボランティア活動を行ってきたが、２０ 

年前よりボランティアグループを設立し、活動を行っている。 

ボランティア活動の期間は、どのように計算すればよいか。 
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Ａ３．活動を中断している１年間を２０年間の活動期間から除外し 

て計算します。 

Ａ４．１月のうち１日でも活動を行っている場合は、１月と数えま 

すので、この場合、活動期間は１０年間となります。 

 

 

Ⅳ 活動回数について 

Ａ１．月１回以上ボランティア活動を行っていない場合は、原則と 

して、表彰基準を満たしません。 

ただし、ボランティア活動の内容、状況等から、ボランティ 

ア活動を行っていない月があることについて、やむを得ないと 

判断できる場合は、活動回数の表彰基準を満たしているとみな 

される場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３．２０年間ボランティア活動を行っているが、この間に体調不 

良により１年間活動を行っていない期間がある。 

活動期間はどのように計算すればよいか。 

Ｑ４． ９年１１月半の間ボランティア活動を行っているが、活動期 

間はどのように計算すればよいか。 

Ｑ１． 団体のボランティア活動において、ボランティア活動を行っ 

ていない月があるが、年間１２回以上活動を行っている場合は、 
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Ａ２．通常のボランティア活動の範囲内であれば、活動の内容によ 

り、活動期間、活動時期が特定の月に集中しても、年１２回以 

上活動していれば、活動回数の表彰基準を満たしているとみな 

される場合があります。 

 

Ａ３．会員相互の勉強会・交流会・研修会・打合せ会は、自己の技 

術等の向上や団体運営に関する活動として直接的なボランティ 

ア活動に当たらないとみなされるため、活動回数には含めませ 

ん。 

 

 

Ⅴ 個人・団体の活動について 

Ａ１．団体に所属して行うボランティア活動とは別の個人としての 

ボランティア活動と判断される場合は、個人のボランティア活 

動として推薦することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２． 海水浴場の監視員など、個人が特定の時期に集中して年１２ 

回以上ボランティア活動を行っている場合でも、表彰基準を満 

たしていると言えるか。 

Ｑ３． ボランティア団体の会員相互の勉強会・交流会・研修会は団 

体の活動回数に含めることができるか。 

表彰基準を満たしていると言えるか。 

Ｑ１． ボランティア団体に所属して、ボランティア活動を行ってい 

るが、それに加え団体の活動とは別に、個人でもボランティア 

活動を行っている。 

個人として推薦することはできるか。 
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Ａ２．業務時間外に社員が自主的に企画・運営するボランティア活 

動を行っている場合等、当該活動が営業活動に当たらず、表彰 

基準を満たしているとみなされる場合があります。 

 

 

Ⅵ 表彰対象者について 

Ａ１．公務員であっても、職務外でボランティア活動を行っている 

者については、表彰の候補者となります。 

Ａ２．推薦することができます。 

Ａ３．ボランティア活動の範囲が愛知県内であれば、県外の在住者・ 

団体であっても推薦することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２． 企業がボランティア活動を行っている場合、表彰基準を満た 

していると言えるか。 

Ｑ１． 公務員は表彰候補者になり得るか。 

Ｑ２． ボランティア活動者表彰（感謝状[～平成１７年度]）の受賞 

者を推薦することはできるか。 

 

Ｑ３． 愛知県外の在住者・団体が、愛知県内で活動している場合、 

推薦することはできるか。 
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Ⅶ 推薦に必要な書類、提出方法等について 

 Ａ１．収支決算書を作成していない場合は、前年度の収支を分かる 

範囲で記載し、収支決算の状況が分かる書類を作成してくださ 

い。 

会則等を作成していない場合は、団体の活動内容等が客観的 

に分かる資料（会報誌等）を会則等の代わりに提出してくださ 

い。 

名簿を作成していない場合は、氏名のみでも結構ですので、 

分かる範囲で名簿を作成してください。 

 

Ａ２．氏名のみが記載された名簿でも構いません。 

 

 

Ⅷ その他 

Ａ１．候補者の推薦は、推薦枠の範囲内としてください。 

Ａ２．推薦者を通じて、表彰状及び記念品を贈呈します。 

Ｑ１． 団体が収支決算書、会則、構成員の名簿を作成していない場 

合、どうすればよいか。 

 

Ｑ２． 団体の会員名簿に会員の住所が記載されている。個人情報の 

保護のため、氏名のみを記載した名簿を提出してよいか。 

Ｑ１．推薦枠を超える推薦は可能か。 

Ｑ２．表彰式に出席できない場合、どのように表彰されるのか。 


